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愛媛県におけるキオビエダシャクの初記録 

安田昂平 1・吉富博之 2 

 

1面河山岳博物館    2愛媛大学ミュージアム 

種の記録 

Geometridae シャクガ科 

Milionia zonea pryeri Druce, 1888 

キオビエダシャク（写真 1） 

標本 採集年月日：2025 年 10 月 25 日，採集場所：

愛媛県西宇和郡伊方町大久（33.426044N，132.2042 

65E），個体数：1ex，採集者：成本利久，標本保管：愛

媛大学ミュージアム（写真 1A）．採集年月日：2025 年 

10 月 27 日，採集場所：愛媛県西宇和郡伊方町塩成

（33.447389N，132.258167E），個体数：1ex，採集者：

安田昂平，標本保管：面河山岳博物館（写真 1B）．  

種の特徴 

採集個体の特徴として，前翅長は 30mm ほどで翅は

黒く，前後翅共に黄色の帯状模様があり，頭部から腹

部にかけての虫体と脚，翅の基部には青色の金属光

沢があることから本種と同定した． 

備考 

本種はインドからマレー，台湾にかけて分布し，国内

では南西諸島から九州本土域で発生が確認されてお

り（井上，1982），近年分布域を北上させている．四国

ではこれまでに高知県（岡田，2023）での記録があり，

愛媛県では本報告が初記録となる．報告個体はいず

れもフジバカマに飛来したもので，この他にも複数個

体が住民によって撮影されている．塩成では本種の

食樹であるイヌマキが植えられていたが，幼虫は確認

できなかった．本種は時に大発生し，食樹の葉を食べ

つくすこともあるため（具志堅，2017），今後の動向に

注意が必要である． 
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写真１ Milionia zonea pryeri Druce, 1888 キオビエダシャク A：標本写真，B：生態写真． 
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